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Town Topics
　

町
で
は
、
令
和
３
年
度
生
涯
学

習
講
座
を
開
講
し
、
６
月
か
ら
10

講
座
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
主
的
に
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
学
習
成
果
発
表
の

場
で
あ
る
「
生
涯
学
習
大
会
」
が

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
各
講
座
の

活
動
の
様
子
を
動
画
と
写
真
で
紹

介
し
ま
す
。
動
画
で
は
、
第
64
回

鹿
児
島
県
児
童
生
徒
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
特
選
を
受
賞
さ

れ
た
児
童
生
徒
の
作
文
発
表
や
、

家
庭
教
育
学
級
の
活
動
の
様
子
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
生
涯
学
習
講
座
は
、

４
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り

に
、
ま
た
、
ご
自
身
の
知
識
を
よ

り
深
め
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
生
涯
学
習
講
座
～
１
年
間
の
活
動
の
様
子
～

親子読書講座親子読書講座

子どもプログラミング講座子どもプログラミング講座

手作り石けん講座手作り石けん講座

初級英会話講座初級英会話講座

種子島自然塾種子島自然塾

ヨガ講座（初級）ヨガ講座（初級）

実務に活かせる Excel 講座実務に活かせる Excel 講座

YouTubeYouTube
種子島みなみたね種子島みなみたね
チャンネルチャンネル
「R３年度生涯学「R３年度生涯学
習この 1年」習この 1年」

ヨガ講座（中級）ヨガ講座（中級）
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行政トピックス

区　分 学校・学年 氏　名 区　分 学校・学年 氏　名

スポーツ賞

平山小・５年 長田　優里

学芸賞

茎南小・６年 臼田　朋弘
茎南小・６年 原　菜摘 島間小・５年 浮田　夢生
花峰小・６年 田中　心晴 中平小・１年 立石　奏彩
島間小・６年 髙木　勇我 中平小・３年 佐藤　壮馬
島間小・６年 柳田　さくら 中平小・４年 小山　楓斗
長谷小・６年 山田　真咲 中平小・５年 雨田　佳子
中平小・５年 佐藤　航 南種子中・３年 砂坂　優闘

南種子中・３年 長田　侑恭 種中央高・３年 松井　隆之介
南種子中・３年 濱田　昇龒

リーダー賞

花峰小・６年 渡辺　愛由
南種子中・３年 二宮　悠 西野小・６年 濱田　菜摘
種中央高・３年 立石　優星 長谷小・６年 大久保　幸奈

読書賞

西野小・６年 羽生　葡花 中平小・６年 白川　一秋
大川小・６年 河村　雅人 中平小・６年 名越　夏馬
中平小・１年 髙祖　晴 南種子中・３年 坂口　獅道
中平小・２年 米村　優希 南種子中・３年 原　茉花
中平小・３年 作本　亜衣子 南種子中・３年 村田　心愛
中平小・４年 麻生　茉那 種中央高・３年 立石　優羽

種中央高・３年 福島　頼音
あいさつ賞

西野小・６年 砂坂　光誠

親切友情賞

茎南小・６年 竹原　虹来 南種子中・３年 邊田　瑠太
大川小・５年 菊澤　笑満 種中央高・３年 河野　翔太
長谷小・５年 丸塚　寧々

ボランティア賞

中平小・５年 日髙　奏楓
中平小・２年 佐藤　勇斗 中平小・６年 河野　煌月
中平小・６年 立石　優莉愛 南種子中・３年 林　辰師郎

南種子中・３年 戸川　怜華 種中央高・３年 砂坂　藍琉
種中央高・３年 八汐　倫樺 メディア賞 種中央高・３年 日髙　千尋

令和３年度　南種子さわやか子供表彰　受賞者一覧（敬称略）令和３年度　南種子さわやか子供表彰　受賞者一覧（敬称略）
　南種子さわやか子供表彰は、南種子町の児童生徒の優れた個性を発見し、これを表彰することに
よって、心身ともに健全な児童生徒を地域ぐるみで育むことを目的として行われており、令和 3 年
度は５０名の児童・生徒の皆さんが受賞されました。

親子お絵かき講座親子お絵かき講座初級絵画講座初級絵画講座
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Town Topics
　

２
月
３
日
（
木
）
鹿
児
島
県
花
き

振
興
会
主
催
で
「
令
和
３
年
度
鹿
児

島
県
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
、
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
タ
と
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
み

の
開
催
と
な
り
、
県
内
の
市
町
か
ら

２
４
６
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ

ン
部
門
５
名
、
そ
の
他
葉
物
・
枝
物

部
門
５
名
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ロ
ベ

レ
ニ
ー
３
名
、
シ
キ
ミ
１
名
、
ヒ
サ

カ
キ
１
名
）
が
出
品
さ
れ
、
審
査
の

結
果
次
の
方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。

◆
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
部
門（
敬
称
略
）

【
金
賞
】
日
髙　
隆　

【
銀
賞
】
中
村　
ま
り
子
（
上
中
）

◆
そ
の
他
葉
物
・
枝
物
部
門
（
敬
称
略
）

【
金
賞
】
落
水　
純
子
（
島
間
）

　
　

    （
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ロ
ベ
レ
ニ
ー
）

【
銀
賞
】
株
式
会
社
リ
ー
フ
古
市　
　

 

　
　
　

 

代
表　
古
市　
道
則
（
長
谷
）

         （
ヒ
サ
カ
キ
）

　
ま
た
、
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
部
門

で
金
賞
を
受
賞
し
た
日
髙
隆　

さ
ん

が
鹿
児
島
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
会
長
賞
を
、
そ
の
他
葉
物
・
枝
物

部
門
で
金
賞
を
受
賞
し
た
落
水
純
子

さ
ん
が
鹿
児
島
県
フ
ラ
ワ
ー
協
会
会

長
賞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

「
鹿
児
島
県
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
！

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
育
苗
や
ほ
場
準
備
が

本
格
化
す
る
３
月
と
な
り
ま
し
た
。
サ

ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
が
本
町
で
初
め
て
確

認
さ
れ
て
か
ら
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
育
苗
期
間
に
お
け

る
対
策
や
ほ
場
準
備
に
お
け
る
対
策

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
徹
底

し
た
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

苗
の
消
毒

・
挿
し
苗
で
は
、
確
実
に
、
ベ
ン
レ
ー

ト
水
和
剤
に
よ
る
苗
消
毒
を
行
う
。

育
苗
中
の
対
策

・
挿
し
苗
の
活
着
後
、
定
期
的
に
Ｚ
ボ
ル

ド
ー
水
和
剤
な
ど
を
散
布
し
予
防
す
る
。

・苗
床
を
定
期
的
に
観
察
し
、
枯
死
株
、

生
育
不
良
株
、
葉
が
変
色
・
変
形
し

た
株
、
地
際
が
変
色
し
た
株
は
、
速

や
か
に
株
ご
と
・
種
い
も
ご
と
抜
き

取
り
ほ
場
外
へ
持
ち
出
し
、
殺
菌
剤

を
散
布
す
る
。

採
苗
時
の
対
策

・
苗
は
地
面
に
近
い
基
部
ほ
ど
感
染
リ
ス

ク
が
高
い
た
め
、
地
面
か
ら
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
度
高
い
位
置
で
採
苗
す
る
。

・
採
苗
で
使
用
す
る
ハ
サ
ミ
は
、
刃
先

を
火
で
あ
ぶ
る
な
ど
、
こ
ま
め
に
消

毒
す
る
。

・
採
苗
後
は
そ
の
日
の
う
ち
に
、
ベ
ン

レ
ー
ト
水
和
剤
で
苗
消
毒
す
る
。（
消

毒
液
は
使
用
当
日
に
調
整
す
る
）

ほ
場
準
備
の
対
策

・
バ
ス
ア
ミ
ド
微
粒
剤
で
土
壌
消
毒

を
行
う
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
で
被
覆
を

行
う
か
、
降
雨
直
前
に
処
理
を
行
い
、

し
っ
か
り
鎮
圧
す
る
。

・
梅
雨
時
期
な
ど
に
ほ
場
内
で
停
滞
水

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
排
水
対
策
を

実
施
す
る
。

そ
の
他
の
対
策

・
早
期
定
植
・
早
期
収
穫
に
よ
る
被
害

低
減
を
図
る
た
め
、
計
画
的
に
ほ
場

の
準
備
を
実
施
す
る
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
役
場
総
合
農
政
課
ま
た
は
農
協

営
農
販
売
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

　
農
協
営
農
販
売
課

　
☎
㉖
１
２
１
１

「
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
（
も
と
ぐ
さ
れ
び
ょ
う
）」

の
育
苗
期
間
中
・
ほ
場
準
備
の
対
策
に
つ
い
て

鹿児島県フラワー協会鹿児島県フラワー協会
会長賞を受賞した会長賞を受賞した

落水純子さん落水純子さん
フェニックス・フェニックス・

ロべレニーロべレニー

レザーリーフファンレザーリーフファン
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今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
植
樹
祭
の
式
典
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
１
月
26
日

（
水
）
西
之
表
市
に
お
い
て
、
関
係
機

関
に
よ
る
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
森
林
技
術
競
技
会
で
は
、
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
る
森
林
を
表
彰
す
る

「
恵
み
豊
か
な
森
林
づ
く
り
部
門
」
で
、

小
脇
政
秀
氏
（
西
之
）
が
優
秀
賞
を
、

ほ
場
の
適
正
な
管
理
や
生
産
・
出
荷
な

ど
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
生
産
者
を
表
彰

す
る
「
特
用
林
産
物
の
産
地
づ
く
り
部

門
」
で
、
髙
田
健
一
郎
氏
（
西
之
）
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
技
術
競
技
会

入
賞
者
表
彰

　

２
月
２
日
（
水
）
南
種
子
町
果
樹

部
会
に
お
い
て
、
今
期
の
タ
ン
カ
ン

収
穫
開
始
に
向
け
て
、 

出
荷
規
格
の

基
準
を
決
定
す
る
目
揃
え
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ン
カ
ン
は
、
ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン

ジ
と
マ
ン
ダ
リ
ン
類
（
ミ
カ
ン
類
）

の
自
然
交
雑
で
生
ま
れ
た
タ
ン
ゴ
ー

ル
の
一
種
で
中
国
広
東
省
の
原
産
で

す
。
鹿
児
島
県
と
沖
縄
県
で
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
生
産
さ
れ
、
果
汁
が
多
く

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
、
酸
味
と
甘
味
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
、
と
て
も
美
味
し
い

柑
橘
類
で
す
。

　

南
種
子
町
果
樹
部
会
で
は
、
安
心

安
全
で
美
味
し
い
タ
ン
カ
ン
を
消
費

者
に
届
け
る
た
め
、
部
会
活
動
を
通

し
て
会
員
の
生
産
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
販
売
以
外

に
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
全
国
の
お
客
様
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
タ
ン
カ
ン
は
台
風
な
ど
の

自
然
災
害
も
な
く
、
外
観
も
味
も
良

好
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

タ
ン
カ
ン
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
！

小脇政秀さん

南種子町果樹部会の皆さん

髙田健一郎さん

　

本
町
で
水
稲
と
肉
用
牛
を
メ
イ
ン

に
農
業
経
営
を
さ
れ
て
い
る
岡
田
直

人
さ
ん
、
容
子
さ
ん
ご
夫
妻
（
上
中
）

が
、
１
月
28
日
（
金
）
に
家
族
経
営

協
定
を
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
で
農

業
経
営
に
た
ず
さ
わ
る
各
世
帯
員
が
、

意
欲
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
経
営
に

参
画
で
き
る
魅
力
的
な
農
業
経
営
を

目
指
す
制
度
で
、
経
営
方
針
や
役
割

分
担
・
就
業
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、

家
族
間
の
十
分
な
話
し
合
い
に
基
づ

き
、
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

　

ま
す
ま
す
魅
力
的
な
農
業
経
営
を

目
指
し
て
、
家
族
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。 家

族
経
営
協
定
を
締
結

目揃え会の様子
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現
在
、
本
町
で
は
、
有
人
国
境
離

島
法
（
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
）

に
係
る
「
鹿
児
島
県
特
定
有
人
国
境

離
島
地
域
航
路
・
航
空
路
運
賃
低
廉

化
事
業
」
に
よ
り
、
特
定
有
人
国
境

離
島
地
域
社
会
維
持
推
進
交
付
金
な

ど
を
財
源
と
し
て
、
南
種
子
町
の
住

民
お
よ
び
住
民
が
扶
養
す
る
島
外
の

学
校
に
就
学
す
る
学
生
（
準
住
民
）

を
対
象
に
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
・

フ
ェ
リ
ー
な
ど
の
運
賃
割
引
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

割
引
後
運
賃
に
つ
い
て
は
、
国
が

定
め
る
同
交
付
金
実
施
要
領
に
お
い

て
、
設
定
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
割
引
額
は
、

Ｊ
Ｒ
九
州
の
運
賃
な
ど
か
ら
算
出
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
Ｊ
Ｒ

九
州
の
運
賃
な
ど
の
う
ち
指
定
席
特

急
料
金
が
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
同
日
以
降
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル

の
割
引
後
運
賃
が
変
更
（
値
上
げ
）

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
事
業
実
施
は
、
国
・
県
・
南
種
子

町
の
令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
成
立

が
前
提
と
な
り
ま
す
。

◆
変
更
点

【
割
引
後
運
賃
】（
大
人
・
片
道
）

現
　
行

　
鹿
児
島~

種
子
島　
４
６
０
０
円

　
指　
宿~

種
子
島　
３
１
０
０
円

　
屋
久
島~

種
子
島　
２
７
０
０
円

変
更
後

　
鹿
児
島~

種
子
島　
５
２
０
０
円

　
指　
宿~

種
子
島　
３
２
０
０
円

　
屋
久
島~
種
子
島　
２
９
０
０
円

※
標
記
の
運
賃
に
は
燃
料
油
価
格
変

　
動
調
整
金
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◆
対
象
航
路

　

現
行
の
特
定
有
人
国
境
離
島
割
引

と
同
一

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

離
島
割
引
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
種
子
島
１
市
２
町
と
、
東
京
大
学
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
、
出
光
興

産
株
式
会
社
は
、
種
子
島
に
お
け
る
地

域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
運
び

と
な
り
、
２
月
１
日
（
火
）
に
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

者
に
よ
る
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
協
定

書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
協
定
で
は
、
地
域
社
会
の
発
展
を

目
的
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
、
福
祉
、

産
業
、
環
境
、
人
材
育
成
、
防
災
防
犯
、

観
光
の
「
８
つ
の
切
り
口
」
に
基
づ
き

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
連
携
・
協

定
し
て
い
き
ま
す
。

　

連
携
の
範
囲
と
し
て
、
地
域
住
民

や
観
光
客
の
利
便
性
・
快
適
性
向

上
に
資
す
る
交
通
の
観
点
か
ら
の

課
題
解
決
の
取
り
組
み
や
、
太
陽
光

発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
を
目
指
す
取
り

組
み
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
、

二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
「
排
出
量
」
と
「
吸
収
量
」

を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

種
子
島
に
お
け
る
包
括
連
携
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
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町
で
は
、
令
和
３
年
10
月
１
日
よ

り
、
公
立
種
子
島
病
院
内
の
病
後
児
保

育
施
設
「
ひ
だ
ま
り
」
に
お
い
て
、
病

後
児
保
育
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

病
後
児
保
育
と
は
、
幼
児
・
児
童

が
病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、
集
団
保

育
な
ど
が
困
難
な
期
間
に
お
い
て
、

保
護
者
が
や
む
を
得
な
い
事
由
の
た

め
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
に
、

一
時
的
に
保
育
を
す
る
事
業
で
す
。

　
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
の
登
録

が
必
要
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月

１
日
（
火
）
か
ら
受
付
を
開
始
い
た
し

ま
す
の
で
、
利
用
見
込
み
の
あ
る
方
は

こ
の
機
会
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
生
後
16
週
以
上
の
乳
幼
児
ま

た
は
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
者

◆
申
請
書
の
配
布
お
よ
び
提
出
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

　
病
後
児
保
育
施
設
ひ
だ
ま
り

　
☎
㉘
３
０
７
２

令
和
４
年
度
病
後
児

保
育
事
業
登
録
申
請

書
の
受
付
開
始

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
２
回
目
の
接
種
を
終
了
し
た
日
か

ら
、
原
則
８
カ
月
を
経
過
し
た
18
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、２
月
５
日
（
土
）

か
ら
、
追
加
（
３
回
目
）
接
種
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、初
回
（
１・

２
回
目
）
接
種
で
受
け
た
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
に
関
わ
ら
ず
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
、
武
田

／
モ
デ
ル
ナ
社
製
）
を
使
用
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

追
加
接
種
に
つ
い
て
も
、
初
回
接

種
と
同
様
に
、
こ
ち
ら
で
日
時
を
指

定
し
実
施
し
ま
す
の
で
、
役
場
か
ら

の
通
知
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
都
合

の
悪
い
方
に
つ
い
て
は
、
必
ず
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
率　

　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
21
日
現
在
）

【
65
歳
以
上
】

　
１
回
目
…
94
・
78
％

　
２
回
目
…
94
・
14
％

　
３
回
目
…
53
・
25
％

【
合
計
】

　
１
回
目
…
92
・
01
％

　
２
回
目
…
91
・
45
％

　
３
回
目
…
30
・
57
％

　
※
１・２
回
目
は
12
歳
以
上

　
※
３
回
目
は
18
歳
以
上
の
み

○
こ
れ
ま
で
初
回
接
種
を
受
け
て
い

　

な
い
方
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る

　
方
は
、役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
、
マ
ス
ク
着

　

用
な
ど
感
染
予
防
対
策
の
継
続
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
健
康
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
（
３
回
目
）
接
種

に
つ
い
て

　

２
月
10
日
（
木
）
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
協
同
組
合
の
設
立
に
向
け
た

第
２
回
目
と
な
る
説
明
会
が
、
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
の
方
を
講
師
に

迎
え
開
催
さ
れ
、
町
内
の
商
工
業
者

や
農
業
経
営
者
な
ど
、
約
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

本
制
度
で
は
、
人
手
不
足
の
解
消

や
地
域
で
の
担
い
手
の
確
保
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

「
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
制

度
」
説
明
会
を
開
催
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毎
年
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
自
死
に
よ
っ
て
毎

年
約
３
０
０
人
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
殺
死
亡
率(

人
口
10
万

人
当
た
り
の
自
殺
者
数)

は
、
17
・
９

%(

２
０
１
９
年)

で
あ
り
、
鹿
児

島
県
自
殺
対
策
計
画
に
お
い
て
は
、

２
０
２
３
年
ま
で
に
14
・
９
%
に
減
ら

す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
身
近
な
社
会
問
題
で

あ
る
自
殺
の
問
題
に
つ
い
て
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●
気
づ
く(

サ
イ
ン
に
気
を
つ
け
る)

　

自
殺
を
思
い
つ
め
た
人
は
、
悩
み
な

が
ら
も
サ
イ
ン(

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン)

を
発
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
」

と
い
う
周
囲
の
気
づ
き
が
大
事
で
す
。

●
話
に
耳
を
傾
け
る
「
傾
聴
」

　
打
ち
明
け
た
人
は
誰
で
も
い
い
と
思
っ

て
相
談
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な

た
の
こ
と
を
「
こ
の
人
な
ら
、
自
分
の
話

を
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
そ
う
だ
。」
と
思

わ
れ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
の
気

持
ち
を
尊
重
し
、耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。

(

そ
の
際
は
、
安
易
な
励
ま
し
や
一
方
的

な
説
得
は
慎
み
ま
し
ょ
う
。）

　

人
に
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
混

乱
し
た
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
り
、
抱

え
込
ん
で
い
る
問
題
の
整
理
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
つ
な
ぐ(

専
門
相
談
窓
口
に
相
談)

　

健
康
問
題
、
多
重
債
務
や
消
費
生
活

問
題
、
子
育
て
や
男
女
の
問
題
、
職
場
や

介
護
の
問
題
な
ど
、
専
門
の
窓
口
に
相
談

す
る
こ
と
で
、
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
専
門
窓
口
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。（
専
門
窓
口
の
連
絡
先
は
、

役
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
見
守
り
・
支
え
る

　
自
殺
は
「
孤
独
の
病
」
と
も
言
わ
れ
、

追
い
込
ま
れ
た
人
は
「
孤
立
感
」「
孤
独

感
」
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
周
囲
の

温
か
い
支
え
が
孤
立
し
た
気
持
ち
を
和

ら
げ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
保
健
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
７
）

一
人
ひ
と
り
の
大
切
な
い
の
ち

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
、
一
定

以
上
の
所
得
が
あ
る
方
（
75
歳
以
上

の
方
な
ど
）は
、現
役
並
み
所
得
者（
窓

口
負
担
割
合
３
割
）
を
除
き
、
医
療

費
の
窓
口
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り

ま
す
。

　

変
更
対
象
と
な
る
方
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
全
体
の
う
ち

約
20
％
の
方
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
健
康
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
の
医
療
費
の
窓
口

負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ

※ 1　後期高齢者医療の被保険者とは、75 歳以上の方 (65 ～ 74 歳で一定の障害の状態に
あると広域連合から認定を受けた方を含む )
※ 2　「課税所得」とは、住民税納税通知書の「課税標準」の額 ( 前年の収入から、給与所
得控除や公的年金等控除等、所得控除 ( 基礎控除や社会保険料控除等 ) 等を差し引いた後
の金額 ) です。
※ 3　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※ 4　課税所得 145 万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の方。
※ 5　「その他の合計所得金額」とは、事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控
除等を差し引いた後の金額のことです。

窓口負担割合の判定

世帯全員が

１割 １割 ２割 世帯全員が

１割
世帯全員が

２割
世帯全員が

３割

200 万円
未満

320 万円
以上

200 万円
以上

320 万円
未満

該当しない

いない いる

１人だけ 2人以上

現役並み所得者※4 に該当するか

世帯内 75歳以上の方※1 のうち
課税所得※2 が 28 万円以上の方がいるか

世帯に 75歳以上の方※1 が
２人以上いるか

「年金収入※3+ その他の合
計所得金額※ 5」の合計が

320 万円以上か

「年金収入※ 3+ その他
の合計所得金額※ 5」が
200 万円以上か

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

該当する
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町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
協
議

会
で
は
、
通
院
や
買
い
物
、
温
泉
施
設

の
利
用
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活

交
通
手
段
確
保
の
た
め
、
南
種
子
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
大
型
バ
ス
・
小
型

バ
ス
）
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
４
つ
の
ル
ー
ト
で
運
行
し
て
お

り
、
午
前
・
午
後
と
も
に
２
便
が
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
中
市
街
地
と
病
院
や
河
内

温
泉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
巡
回
す
る
バ
ス

（
小
型
）
も
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

出
か
け
の
際
は
身
近
な
交
通
手
段
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
安
心
安
全
な
運
行
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
中
学
校
の
通
学
時
間
帯
（
生
徒
が
乗

る
バ
ス
）
に
乗
車
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
教
育
委
員
会
が
発
行
す
る
許

可
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
運
行
日

　
平
日
（
※
土
日
、
祝
日
は
運
休
）

◆
バ
ス
料
金

　
小
型
バ
ス　
無
料

　
大
型
バ
ス　
片
道 

１
０
０
円

　
※
高
齢
者
な
ど
へ
無
料
券
制
度
あ
り

◆
問
い
合
わ
せ
先

【
バ
ス
の
運
行
な
ど
に
関
す
る
こ
と
】

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

【
通
学
バ
ス
乗
車
許
可
証
に
関
す
る
こ
と
】

　
町
教
育
委
員
会　
管
理
課

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
活
用
に
つ
い
て

小型バス小型バス

大型バス大型バス

　
郷
土
館
で
は
３
月
１
日
（
火
）
～
３

月
31
日（
木
）ま
で
、『
長
谷
の
歴
史【
長

谷
開
拓
七
十
五
周
年
記
念
展
】』
と
題

し
て
、
企
画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

荒
地
で
あ
っ
た
長
谷
地
区
は
、
戦

後
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
開
拓
者
に

よ
っ
て
切
り
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

「
不
屈
の
精
神
」
は
、
今
日
、
作
物
が

豊
か
に
実
る
立
派
な
大
地
を
築
き
上

げ
、
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

　

開
拓
七
十
五
周
年
を
迎
え
、
さ
ら

に
発
展
を
続
け
る
「
長
谷
の
歴
史
」

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
一
階
の
廊
下
壁
面

を
活
用
し
て
、
過
去
に
開
催
し
ま
し

た
「
イ
ン
ギ
ー
鶏
」
の
パ
ネ
ル
展
示

も
行
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第
４
金
曜
日

◆
入
館
料
　
無
料

◆
場
所　

南
種
子
町
郷
土
館

　

（
南
種
子
町
中
央
公
民
館
内
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
南
種
子
町
郷
土
館

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
４
０
１
）

南
種
子
町
郷
土
館
企
画
展
『
長
谷
の
歴
史
【
長

谷
開
拓
七
十
五
周
年
記
念
展
】』
の
ご
案
内

長谷小学校開校当時の職員（昭和２４年長谷小学校開校当時の職員（昭和２４年
頃）背景は旧校舎（旧海軍分遣隊の兵舎跡）頃）背景は旧校舎（旧海軍分遣隊の兵舎跡）

昭和２０年代の住宅昭和２０年代の住宅



他
市
町
村
並
み
と
す
る
よ
う
協
議
す

る
こ
と
。

●
令
和
元
年
第
３
回
臨
時
会

・
平
成
30
年
度
決
算
認
定
に
係
る
要

望
・
意
見

　

浄
化
槽
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

他
市
町
村
並
み
と
す
る
こ
と
。

●
令
和
２
年
第
７
回
臨
時
会

・
令
和
元
年
度
決
算
認
定
に
係
る
要

望
・
意
見

　

浄
化
槽
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

近
隣
の
他
市
町
村
よ
り
も
高
額
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
委
託
料
金
設
定
の
積

算
根
拠
を
精
査
し
て
他
市
町
村
並
み

の
料
金
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

試
算
す
る
こ
と
。
も
し
、
委
託
料
金

の
見
直
し
が
で
き
な
い
場
合
は
、
そ

の
理
由
を
明
確
化
す
る
こ
と
。

《
町
の
対
応 

》

◈
令
和
３
年
５
月

　

㈲
南
種
子
衛
生
社
長
と
面
会
し
議

会
か
ら
の
意
見
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、

社
長
よ
り
議
会
へ
の
説
明
機
会
を
設

定
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
受
理

　
浄
化
槽
維
持
管
理
料
金
に
係
る
町

お
よ
び
議
会
の
対
応
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
さ
ま
よ
り
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
経
過
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
度
々
町
議
会
に
お
い
て

㈲
南
種
子
衛
生
の
浄
化
槽
維
持
管
理

料
金
に
つ
い
て
、
要
望
・
意
見
が
決

議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

町
当
局
と
し
て
は
、
㈲
南
種
子
衛

生
に
対
し
て
料
金
の
積
算
根
拠
の
提
示

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
料
金
が
高
い
理

由
と
し
て
は
、
中
南
衛
生
の
処
理
施
設

ま
で
の
距
離
が
あ
る
こ
と
と
、
運
搬
経

費
の
削
減
を
図
る
た
め
に
自
前
で
中
継

タ
ン
ク
の
増
設
や
脱
水
設
備
な
ど
を
導

入
し
て
き
た
た
め
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
処
分
場
ま
で
の
運
搬
経
費
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
へ
の
負
担
を
再

三
お
願
い
し
て
き
た
が
、
理
解
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

協
議
を
行
う
中
で
㈲
南
種
子
衛
生

社
長
よ
り
直
接
議
会
へ
の
説
明
機
会

の
場
を
設
け
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
説
明
機
会
の
設
定
を
議
会
へ
依

頼
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
回
答
が
な
か
っ
た
た
め
、
㈲
南
種
子

衛
生
よ
り
な
ぜ
中
種
子
町
よ
り
料
金

が
高
い
か
を
知
っ
て
も
ら
う
問
題
提

起
と
し
て
、
現
行
料
金
の
1.3
倍
に
す

る
料
金
改
定
の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
町
当
局
と
し
て
は
、

情
報
収
集
の
た
め
中
南
衛
生
管
理
組
合

に
処
理
場
の
運
営
状
況
や
過
去
の
投
入

実
績
の
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
明
ら

か
に
南
種
子
か
ら
の
搬
入
量
が
少
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
の
処
理

場
の
処
理
量
は
限
界
と
の
こ
と
で
、
㈲

南
種
子
衛
生
の
企
業
努
力
に
よ
る
搬
入

量
の
縮
小
に
よ
り
、
処
理
場
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
過
去
の
投
入
実
績
を
踏
ま
え
た
上

で
、
中
南
衛
生
管
理
組
合
負
担
金
の
見

直
し
に
つ
い
て
中
種
子
町
と
協
議
を
始

め
ま
し
た
。
町
当
局
の
こ
れ
ま
で
の
対

応
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
今
回
の
料
金

南
種
子
町
議
会
か
ら
の
要
望
・
意
見

に
対
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

砂ろ過塔、活性炭素吸着塔

改
定
に
つ
い
て
は
見
送
る
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

受入室

～
こ
れ
ま
で
の
経
緯
～

【
議
会
か
ら
の
要
望
・
意
見 

】

●
平
成
30
年
第
５
回
臨
時
会

・
平
成
29
年
度
決
算
認
定
に
係
る
要

望
・
意
見

　

浄
化
槽
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
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◈
令
和
３
年
６
月
29
日

　

町
議
会
議
員
も
中
南
衛
生
管
理
組

合
議
会
の
一
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
町
議
会
に
お
い
て
も
、
㈲
南

種
子
衛
生
社
長
か
ら
の
説
明
の
場
を

設
け
る
よ
う
町
よ
り
町
議
会
に
文
書

に
て
依
頼

◈
令
和
３
年
11
月
25
日

　

㈲
南
種
子
衛
生
社
長
よ
り
一
般
廃

棄
物
（
し
尿
）
の
収
集
運
搬
料
金
お

よ
び
浄
化
槽
維
持
管
理
料
金
を
1.3
倍

に
す
る
値
上
げ
改
定
の
申
出
を
受
理

◈
令
和
３
年
11
月
29
日

　

町
議
会
に
お
い
て
も
、
㈲
南
種
子

衛
生
社
長
か
ら
の
説
明
の
場
を
設
け

る
よ
う
町
よ
り
町
議
会
に
文
書
に
て

再
度
依
頼

◈
令
和
３
年
12
月
17
日

　

㈲
南
種
子
衛
生
社
長
に
町
と
の
協

議
に
必
要
な
書
類
の
提
出
を
依
頼

◈
令
和
４
年
１
月
７
日

　

㈲
南
種
子
衛
生
社
長
と
町
長
協
議

　

再
度
、
議
会
へ
の
説
明
機
会
を
設

定
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
受
理

　

町
議
会
に
お
い
て
も
、
㈲
南
種
子

衛
生
社
長
か
ら
の
説
明
の
場
を
設
け

る
よ
う
町
よ
り
町
議
会
に
文
書
に
て

再
々
度
依
頼

◈
令
和
４
年
１
月
11
日

　

中
南
衛
生
管
理
組
合
に
聞
き
取
り

と
資
料
の
提
出
依
頼

◈
令
和
４
年
１
月
18
日

　

議
会
よ
り
所
管
事
務
調
査
等
へ
の

担
当
課
の
出
席
及
び
関
係
資
料
提
出

に
つ
い
て
の
依
頼
文
書
を
受
理

◈
令
和
４
年
１
月
25
日

　

中
南
衛
生
管
理
組
合
負
担
金
の
負

担
割
合
見
直
し
に
つ
い
て
南
種
子
町

長
と
中
種
子
町
長
の
協
議

◈
令
和
４
年
１
月
26
日

　

所
管
事
務
調
査
に
お
い
て
主
管
課

長
よ
り
説
明
お
よ
び
資
料
提
出

【
町
か
ら
の
要
請
に
対
す
る
議
会

か
ら
の
回
答 

】

●
令
和
４
年
２
月
７
日

　

議
会
か
ら
浄
化
槽
管
理
委
託
料
に

係
る
業
者
か
ら
の
説
明
機
会
の
設
定

に
つ
い
て
回
答

　
（
議
会
か
ら
の
回
答
内
容
）

　
『
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
及
び

浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可
に
つ
い
て
は
、

関
係
法
令
等
に
お
い
て
、
町
長
の
専

権
事
項
で
あ
り
、
そ
の
業
務
を
通
じ

て
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
町
長
と
協

議
す
る
こ
と
を
許
可
条
件
と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
議
会
が
そ
こ

に
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、
関
係
業

者
及
び
利
用
者
で
あ
る
住
民
に
対
し

て
も
適
切
で
な
い
と
判
断
し
ま
す
。』

　

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
町
議

会
が
関
係
業
者
か
ら
の
説
明
を
直
接

受
け
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
判
断

し
た
た
め
、
必
要
が
あ
れ
ば
町
か
ら

説
明
を
願
い
た
い
と
の
こ
と
。

《
今
後
の
方
向 

》

◈
令
和
４
年
２
月
14
日

　
㈲
南
種
子
衛
生
社
長
と
町
長
が
協

議
し
、
南
種
子
町
の
中
種
子
町
へ
の
働

き
か
け
に
対
し
理
解
し
て
も
ら
い
、
４

月
か
ら
の
料
金
値
上
げ
に
つ
い
て
は

見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
へ
負
担
が

増
え
な
い
よ
う
協
議
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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フ
ル
タ
イ
ム
職
員
採
用
試
験

◆
試
験
日
程
お
よ
び
会
場

　
３
月
16
日
（
水
）　
南
種
子
町
役
場

◆
採
用
予
定
職
種
お
よ
び
人
員
な
ど

　
下
記
別
表
を
参
照
。

◆
試
験
種
目
・
内
容

　
作
文
試
験
・面
接
試
験（
個
別
面
接
）

◆
合
格
発
表

　
３
月
22
日
（
予
定
）

　
※
合
否
通
知
は
郵
送
で
行
い
ま
す
。

◆
受
験
申
込
受
付
に
つ
い
て

①
受
付
期
間

　
３
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
３
月
10
日
（
木
）
ま
で
（
必
着
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
ま
で

　
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

②
受
付
場
所

　
総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

③
提
出
す
る
書
類

 

・
受
験
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書

　
（
各
１
部
。
所
定
の
用
紙
を
使
用
）

 

・
免
許
証
な
ど
の
写
し

　
（
資
格
が
必
要
な
職
種
の
み
）

※
受
験
申
込
書
は
、
役
場
で
直
接
受

領
す
る
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　
受
験
票
は
、
申
込
受
付
締
切
後
に

郵
送
し
ま
す
。
受
験
日
の
前
日
ま
で

に
受
験
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
合
格
か
ら
採
用
ま
で

　
合
格
者
は
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
採
用
さ
れ
ま
す
。（
原
則
、
採
用
後

１
ヵ
月
間
は
条
件
付
き
採
用
期
間
）

　

な
お
、
受
験
資
格
が
な
い
こ
と
、

ま
た
は
申
込
書
の
記
載
事
項
が
正
し

く
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
合

格
を
取
り
消
し
ま
す
。

◆
採
用
後
の
住
所
要
件

　
採
用
後
は
南
種
子
町
に
居
住

◆
休
暇
な
ど

　
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇
（
夏

季
休
暇
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課　
行
政
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
０
４
）

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集
に
つ
い
て

採用職種
受験資格

採用人員
給料月額等（令和 3 年度時点）

職務内容 初任給 上限

保育士　　  ※ 2
保育士の資格を有する者

１名 154,900 円 199,900 円
保育の専門的な業務

特別支援教育支
援員　　　※ 1

特になし
１名 146,100 円 160,100 円発達障害の児童生徒に対し学習活動上のサポートや安全

確保等の支援等の業務

調理員
（給食センター）

特になし
１名 146,100 円 160,100 円

給食センターにおける給食調理などの業務

文化施設管理員
　　　※ 1、2

学芸員（考古学または歴史学）の資格を有する者
１名 146,100 円 199,900 円

埋蔵文化財の発掘調査および文化財などに関する業務

運転手
（給食センター）

準中型自動車運転免許以上を有する者（5t 限定を除く）
１名 146,100 円 171,700 円車両運行業務，車両・施設管理等の業務，調理補助など

の業務

●任用時は初任給額となります。ただし、学歴や前職などの経験年数によ
り給料額が上限額まで加算される場合があります。
●諸手当（通勤手当、期末手当、退職手当）がそれぞれの条件に応じて支
給されます。
※ 1 については、普通自動車運転免許を有している者とします。
※ 2 については、令和３年度の試験などにおいて資格を取得見込みの者も
受験することができます。ただし、資格取得ができない場合は、採用には
なりません。
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情報ひろば InformationInformation
有
効
期
間
10
年
の
パ
ス

ポ
ー
ト
取
得
が
18
歳
以
上

か
ら
可
能
に
な
り
ま
す

　

有
効
期
間
10
年
の
パ
ス

ポ
ー
ト
を
申
請
で
き
る
年

齢
が
、
令
和
４
年
４
月
１

日
以
降
、
現
在
の
20
歳
以

上
か
ら
18
歳
以
上
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
成
人
年
齢
の

引
き
下
げ
に
伴
う
旅
券
法

の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

発
給
申
請
な
ど
の
際
、
親

権
者
の
同
意
が
不
要
と
な

る
年
齢
も
18
歳
以
上
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
問
＝
役
場
総
務
課
戸
籍
住

民
係
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線

１
１
０・１
１
１
）

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金

に
つ
い
て

　

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
、
使
用
者
は
労
働

者
に
対
し
、
最
低
賃
金
額

以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
地
域
別
最
低
賃
金

（
鹿
児
島
県
）

 

８
２
１
円

（
令
和
３
年
10
月
２
日
か
ら
）

※
た
だ
し
、
次
の
産
業
は
、

各
産
業
別
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
特
定
最
低
賃
金（

鹿
児
島
県
）

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
製
造
業
（
医
療
用

計
測
器
製
造
業
を
除
く
、

た
だ
し
心
電
計
製
造
業

は
含
む
）

 

８
４
２
円

（
令
和
３
年
12
月
17
日
か
ら
）

○
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

 

８
７
２
円

（
令
和
３
年
12
月
16
日
か
ら
）

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

 

８
２
１
円

※
こ
の
産
業
の
最
低
賃
金

は
、
令
和
３
年
度
は
改
正
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

た
め
、
令
和
３
年
10
月
２
日

か
ら
、
鹿
児
島
県
最
低
賃
金

８
２
１
円
以
上
の
支
払
い

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
問
＝
鹿
児
島
労
働
局
賃

金
室
☎
０
９
９
（
２
２
３
）

８
２
７
８

　
入
居
す
る
前
か
ら
気
を

つ
け
よ
う
！
～
賃
貸
住

宅
の
退
去
ト
ラ
ブ
ル
～

　

春
は
賃
貸
住
宅
の
退
去

に
伴
う
原
状
回
復
費
用
な

ど
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル

の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。
退
去
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
す
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

①
契
約
時
に
は
契
約
書
を

よ
く
読
ん
で
特
約
の
内
容

な
ど
を
確
認
す
る
。

②
入
居
前
に
貸
主
立
ち
合

い
の
も
と
、
部
屋
の
写
真

を
撮
影
し
、
損
耗
状
態
を

記
録
し
て
お
く
。

③
退
去
時
は
修
繕
箇
所
確

認
に
立
ち
会
っ
て
、
原
状

回
復
対
象
か
否
か
を
明
確

に
し
、
内
容
明
細
を
必
ず

受
け
取
っ
て
確
認
す
る
。

　

ま
た
、
住
む
部
屋
は
こ

ま
め
に
掃
除
を
し
て
、
傷

つ
け
な
い
工
夫
も
大
切
で

す
。
気
持
ち
よ
く
新
生
活

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
か
ら
「
成
人
年
齢

引
き
下
げ
」
に
よ
り
18
歳

で
成
人
に
な
り
ま
す
。
親

の
同
意
な
し
で
契
約
が
結

べ
る
よ
う
に
な
り
ト
ラ
ブ

ル
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、

周
囲
も
注
意
し
て
見
守
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
☎
局
番
な
し
１
８
８
・

南
種
子
町
消
費
生
活
相
談

窓
口
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線

１
７
３
）・
鹿
児
島
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９

（
２
２
４
）
０
９
９
９

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

は｢

あ
っ
せ
ん｣

で

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
者
個
人
と
使
用
者
と
の
間

に
生
じ
た
労
働
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
で
、
双
方
の
主
張
が

対
立
し
自
主
解
決
が
困
難
と

な
っ
た
事
案
の
解
決
を
お
手

伝
い
す
る
た
め
、｢

あ
っ
せ

ん｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

解
雇
、
雇
止
め
、
配
置

転
換
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
問

題
を
、
あ
っ
せ
ん
員(

公
益

･

労
働
者･

使
用
者
委
員)

が
公
正･

中
立
な
立
場
で
、

労
使
双
方
か
ら
お
話
を
伺

い
、
歩
み
寄
り
に
よ
る
円
満

な
解
決
が
で
き
る
よ
う
お

手
伝
い
し
ま
す
。
労
働
者
、

使
用
者
の
ど
な
た
で
も
申

請
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
無
料
、
秘
密
厳
守
】

◎
問
＝
県
労
働
委
員
会
事
務

局(

県
庁
15
階)

☎
０
９
９

(

２
８
６)

３
９
４
３



令和４年４月からますます令和４年４月からますます便利便利に！に！
町税・水道料・住宅料などが

全国のコンビニエンスストアと
個人のスマートフォンから納付できます！

【島内で納付書をお取り扱いできる金融機関 ・ コンビニエンスストア】

・ 種子屋久農業協同組合 ・ 鹿児島相互信用金庫 ・ 鹿児島銀行 ・ 郵便局 ・ ファミリーマート

〇セブンイレブン、ローソンなど全国のコンビニエンスストアでもご利用いただけます。

〇郵便局及びゆうちょ銀行については、九州管内のみ利用可能となります。

※ただし、上記金融機関窓口やコンビニ店頭においては、キャッシュレス決済はできません。

【納付できる税金や料金】

・町県民税　・軽自動車税　・固定資産税　

・国民健康保険税　・後期高齢者医療保険料　

・介護保険料　・水道料　・保育料　

・住宅使用料 ・住宅共益費 ・住宅駐車場使用料

【使用できるキャッシュレス決済など】

・Pay B ・LINE Pay 請求書支払い 

・J-Coin 請求書払い　・PayPay 請求書払い 

・auPAY 請求書支払い ・銀行 Pay(ゆうちょ Pay など )

・楽天銀行コンビニ支払いサービス

・金額を訂正した納付書、バーコードがないもの、金額が 30 万円を超えるものはコンビニでは使 
 用できません。30 万円を超える納付書については、従来通り金融機関での納付をお願いします。
・LINE Pay 請求書支払いで水道料金の場合、49,999 円を超えるものはお取り扱いできません。

問い合わせ先 ： 南種子町役場　℡ ： 26-1111（ 代表）　　
保健福祉課 ： 介護保険料　内線 139、 後期高齢者医療保険料　内線 132　　
税務課 ： 町県民税 ・ 軽自動車税　内線 153、 固定資産税　内線 154、
　　　　　　　国民健康保険税　内線 156
建設課 ： 内線 164　　　　　水道課 ： 内線 166　　　　　あおぞら保育園 ： 26-0135

【参考 ： コンビニ収納 ・ キャッシュレス決済用納付書】

12

納付額

※この期限を過ぎると使用できません

期別・月

科目

バーコードサンプル

担当課
12 12

領収証等

※町ホームページにも掲載してありますので、 併せてご覧ください。 (https://town.minamitane.kagoshima.jp)
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　2 月 4 日（金）種子島中央高等学校の郷土
遠行が、1・2 学年の生徒が参加し実施されま
した。体力・精神力・郷土愛などの育成を目的
に、今回で 14 回目の開催となりました。
　種子島宇宙センターから学校までの約 22.2
㎞を、それぞれが自分の体力に合わせて目標時
間を設定し、走・歩のいずれかの方法で、踏破
しました。

第 14 回郷土遠行第 14 回郷土遠行
　平山太陽剣道スポーツ少年団が、全日本剣道
連盟より少年剣道教育奨励賞を受賞しました。
　この賞は、少年少女の剣道指導および地域社
会の向上に資する活動などを行う団体に対し贈
られるもので、長年にわたる剣道指導や団の行
う地域活動などが評価され表彰されたもので
す。
　今後ますますのご活躍を期待いたします。

少年剣道教育奨励賞 受賞少年剣道教育奨励賞 受賞

　本町では、長寿をお祝いし福祉の向上に寄与するため敬老金を支給しています。
　2 月 10 日（木）に満 100 歳の誕生日を迎えられた臼元ハルさん（西之小田）へ敬老金が支給されまし
た。ご家族が同席する中、小園裕康町長から臼元さんへ、お祝いの言葉とともに敬老金が手渡されました。
テレビのスポーツ中継や浪曲のカセットなどを聞くのが楽しみということです。長寿の秘訣は「よく食べる
こと」で、ごはんはしっかり３食食べるそうです。
　そして 2 月 16（水）には、前日の 15 日（火）に満 100 歳を迎えられた小𦚰ハツヱさん（西之野尻）の
お宅を訪問し、小園町長からお祝いの言葉とともに敬老金が手渡されました。長寿の秘訣は「よく寝ること」
で、睡眠をしっかりとって、週２日のデイサービスを楽しみに過ごされているとのことです。
　これからも、ますますお元気で長生きされることを願っております。

100 歳敬老金支給100 歳敬老金支給
西之小田の臼元ハルさん西之小田の臼元ハルさん西之野尻の小𦚰ハツヱさん西之野尻の小𦚰ハツヱさん
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今
年
度
、
南
種
子
中
学
校
は
「
授
業
力
向
上
」

を
目
指
し
た
県
事
業
「
コ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
推
進
校
で
す
。
鹿
児
島
大
学
の
准
教

授
や
熊
毛
教
育
事
務
所
、
町
教
育
委
員
会
の
指

導
の
も
と
、
昨
年
９
月
28
日(

火)

に
第
１
回
、

２
月
８
日(

火)

に
第
２
回
の
研
究
授
業
、
授
業

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
授
業
は
１
年
生
の
数
学
で
、
回

転
体
の
体
積
を
求
め
る
内
容
で
し
た
。
回
転
体

の
形
を
予
想
し
、
体
積
を
求
め
る
公
式
を
利
用

し
な
が
ら
計
算
す
る
活
動
に
、
モ
ニ
タ
ー
で
回

転
体
の
形
を
確
認
し
た
り
お
互
い
に
教
え
合
っ

た
り
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

研
究
授
業
後
の
授
業
研
究
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
魅
力
あ
る
授
業
に
つ
い
て
、
先
生

方
の
活
発
な
意
見
交
換
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

南種子南種子中学校中学校

　

１
月
11
日
（
火
）
に
毎
年
恒
例
の
「
下
中
郷
土
カ
ル
タ

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
巨
大
カ
ル
タ
を
体
育
館
い
っ

ぱ
い
に
広
げ
、
学
級
対
抗
戦
・
個
人
戦
と
白
熱
し
た
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
落
日
へ
ド
ラ
メ
ル
タ
ン
号
し
の
ぶ
～
」「
は
い
！
」
と
下

中
郷
土
カ
ル
タ
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
巨
大
カ
ル
タ
へ

駆
け
寄
り
ま
す
。
全
て
の
カ
ル
タ
を
覚
え
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は
最
初
の
文
字
を
聞
く
だ
け
で
、
数
人
が
一
斉
に
動
き
出

　

２
月
７
日
（
月
）
の
２
～
３
校
時
に
、
熊
毛
支

庁
林
務
課
の
職
員
の
方
を
講
師
に
お
招
き
し
て

「
森
林
環
境
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
水
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
か
な
？
」
と
い

う
講
師
の
先
生
の
問
い
か
け
か
ら
、
森
林
の
働
き

に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
森
林
が
と
て
も

大
切
な
役
割
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

視
点
か
ら
も
木
を
使
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
森
林
資
源
を
活
用
し
た
体
験
活
動
と
し

て
「
し
い
た
け
の
種
駒
打
ち
体
験
」
を
行
い
ま
し

た
。
ク
ヌ
ギ
の
木
に
自
分
た
ち
で
ド
リ
ル
を
使
っ

て
穴
を
開
け
、
し
い
た
け
の
種
駒
を
打
ち
込
ん
で

い
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
夢
中

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
し
い
た
け
が

収
穫
で
き
る
の
は
２
年
後
、と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
最
後
に
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
な
ど
の
３
本
の
木
の

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
見
守
り
、
大
切

に
育
て
て
い
き
ま
す
。

西野西野小学校小学校
楽
し
く
学
ん
だ
森
林
環
境
教
室

白
熱
！
新
春
!!
ジ
ャ
ン
ボ
!!!

　
　
　
　
　「
下
中
郷
土
カ
ル
タ
大
会
」

コ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

花峰花峰小学校小学校

し
、
す
ば
ら
し
い
集

中
力
で
カ
ル
タ
を
取

り
合
い
ま
し
た
。
み

ん
な
た
く
さ
ん
カ
ル

タ
を
ゲ
ッ
ト
し
て
、

満
足
気
で
し
た
。

　

い
つ
も
暗
唱
し
て

い
る
下
中
郷
土
カ
ル

タ
で
す
が
、
大

会
を
開
い
て
競

い
合
い
、
と
て

も
楽
し
い
時
間

と
な
り
ま
し

た
。
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わ
た
し
は
二
年
生

西
野
小
学
校
二
年　
三
山　
美
来

　
四
月
、
わ
た
し
は
二
年
生
に
な
り
ま

し
た
。
一
年
生
が
三
人
入
学
し
て
き
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
た
く
さ
ん
一
し
ょ

に
あ
そ
ぼ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
年
生
は
、
学
校
の
き
ま
り
を
知
り

ま
せ
ん
。

「
ろ
う
下
を
走
っ
た
ら
だ
め
だ
よ
。」

「
テ
レ
ビ
さ
わ
ら
な
い
で
。」

「
ス
リ
ッ
パ
な
ら
べ
て
。」

「
足
ふ
き
十
回
す
る
ん
だ
よ
。」

わ
た
し
は
二
年
生
な
の
で
、
一
年
生
に

学
校
の
き
ま
り
を
教
え
ま
し
た
。
で

も
、
一
年
生
は
ふ
し
ぎ
そ
う
な
顔
を
し

た
り
、
知
ら
ん
ぷ
り
を
し
て
ど
こ
か
に

行
っ
た
り
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
く

れ
ま
せ
ん
。
お
こ
り
出
す
一
年
生
も
い

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、「
ど
う
し
て
ち
ゅ

う
い
を
聞
か
な
い
の
。」
と
、
い
や
な

気
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
一

年
生
も
き
ま
り
を
ま
も
っ
た
方
が
い
い

と
思
っ
て
、
わ
た
し
は
ち
ゅ
う
い
を
つ

づ
け
ま
し
た
。
先
生
に
も
つ
た
え
て
、

一
年
生
に
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
先
生
に
、

「
一
年
生
に
強
く
ち
ゅ
う
い
し
て
い
な

い
か
な
。」

と
聞
か
れ
ま
し
た
。
一
年
生
が
、

「
み
く
姉
ち
ゃ
ん
、
こ
わ
い
。」

と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

「
ち
ゅ
う
い
す
る
の
は
い
い
こ
と
だ
よ
。

  

や
さ
し
く
言
っ
て
ね
。」

先
生
に
言
わ
れ
て
、
わ
た
し
は
ち
ゅ
う

い
し
た
と
き
の
一
年
生
の
顔
を
思
い
出

し
ま
し
た
。し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
た
な
。

こ
わ
く
て
へ
ん
じ
が
で
き
な
か
っ
た
の

か
な
。
あ
い
手
は
一
年
生
な
の
に
き
び

し
く
し
す
ぎ
だ
な
。
こ
れ
か
ら
は
や
さ

し
く
教
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
昼
休
み
、
み
ん
な
で
つ
か
う
ブ
ロ
ッ

ク
を
一
年
生
が
か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
わ
た
し
は
、

「
か
し
て
。」

と
、
強
く
言
い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
わ
た
し
は
二
年
生
だ
か
ら
と

思
っ
て
、
が
ま
ん
し
て
や
さ
し
く
言
い

ま
し
た
。

　
と
き
ど
き
、
が
ま
ん
で
き
ず
に
強
く

言
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
、

「
強
く
言
っ
て
ご
め
ん
ね
。」

と
言
っ
た
り
、
自
分
の
言
い
方
が
ど
う

だ
っ
た
か
ふ
り
か
え
っ
た
り
し
ま
し

た
。
前
と
く
ら
べ
て
、
お
こ
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
十
二
月
の
人
け
ん
週
間
に
、
ク
ラ
ス

で
「
い
い
と
こ
ろ
さ
が
し
」
を
し
ま
し

た
。
一
年
生
の
け
い
た
く
ん
が
、

「
一
し
ょ
に
あ
そ
ん
で
く
れ
る
と
こ
ろ

  

が
い
い
ね
。」

と
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
ひ
な
の
ち
ゃ

ん
は
、
カ
ー
ド
に
「
み
く
姉
ち
ゃ
ん
い

つ
も
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。」
と
書
い
て
く
れ

ま
し
た
。
一
年
生
に
や
さ
し
く
で
き
て

い
る
か
心
ぱ
い
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
め

て
も
ら
っ
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
わ
た
し
が
ち
ゅ
う
い
す
る
と
、

一
年
生
は
、

「
は
あ
い
。」

「
わ
か
っ
た
。」

と
へ
ん
じ
を
し
ま
す
。
わ
た
し
の
ち
ゅ

う
い
を
に
っ
こ
り
し
て
聞
い
て
く
れ
ま

す
。
わ
た
し
は
、
や
さ
し
い
二
年
生
に

な
れ
た
と
思
い
ま
す
。
や
さ
し
く
ち
ゅ

う
い
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
つ
ぎ
は
、
や
さ
し
く
て
元
気
で

し
っ
か
り
も
の
の
三
年
生
に
な
り
た
い

で
す
。

※
来
月
号
に
も
次
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
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旧
型
ド
ー
リ
ー
ラ
ス
ト
ラ
ン
！

旧
型
ド
ー
リ
ー
ラ
ス
ト
ラ
ン
！

　　
緑
色
の
旧
型
ド
ー
リ
ー
（
移
動
発
射

台
運
搬
台
車
）
が
、
Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ

ト
45
号
機
の
打
上
げ
（
２
０
２
１
年
12

月
23
日
）
を
も
っ
て
ラ
ス
ト
ラ
ン
を
迎

え
ま
し
た
！

　
Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
試
験
機
１
号
機
（
２
０
０
１

年
打
上
げ
）
か
ら
約
20
年
間
、
Ｈｰ

Ⅱ

Ａ
／
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
を
Ｖ
Ａ
Ｂ(

大
型
ロ

ケ
ッ
ト
組
立
棟)

か
ら
射
点
ま
で
運
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
用
に
開
発

し
た
新
型
ド
ー
リ
ー
（
Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
44
号

機
の
打
上
げ
時
に
も
使
用
）
が
、
Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
／
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
を
射
点
ま
で
運

び
ま
す
。
青
・
黒
・
白
の
３
色
を
基
調

と
し
た
新
型
ド
ー
リ
ー
に
も
ぜ
ひ
ご
注

目
く
だ
さ
い
！

火
山
災
害
の
防
災
・
減
災
に

火
山
災
害
の
防
災
・
減
災
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
躍
す
る
人
工
衛
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
躍
す
る
人
工
衛
星　　

　
２
０
２
２
年
１
月
16
日
、
南
太
平
洋

の
ト
ン
ガ
王
国
の
海
底
に
位
置
す
る
フ

ン
ガ
・
ト
ン
ガ
・
フ
ン
ガ
・
ハ
ア
パ
イ

火
山
で
大
規
模
な
噴
火
が
起
こ
り
、
噴

火
の
様
子
を
鮮
明
に
と
ら
え
た
気
象
衛

星
ひ
ま
わ
り
８
号
（
Ｈｰ
Ⅱ
Ａ
25
号
機
で

打
上
げ
）
の
画
像
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
遠
方
離
島
や
海
底
火
山

な
ど
、
地
上
観
測
が
困
難
な
火
山
や
、

噴
火
な
ど
に
よ
っ
て
地
上
観
測
機
器
に

障
害
が
生
じ
た
火
山
で
は
、
人
工
衛
星

で
の
観
測
が
重
要
な
情
報
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
広
範
囲
の
観
測
が
で
き
る

点
で
も
人
工
衛
星
は
有
用
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
、
断
続
的
な
火
山
活

動
を
続
け
る
小
笠
原
諸
島
西
之
島
に
関

し
て
も
、「
だ
い
ち
２
号
」
に
よ
る
観
測

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
提
供

し
た
画
像
は
、
気
象
庁
に
よ
る
火
口
周

辺
警
報
や
、
海
上
保
安
庁
に
よ
る
航
行

警
報
へ
の
判
断
材
料
の
一
部
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
だ
い
ち
２
号
」
が

撮
影
す
る
レ
ー
ダ
ー
画
像
に
よ
る
地
形

の
変
化
の
把
握
に
加
え
、「
気
候
変
動
観

測
衛
星「
し
き
さ
い(

Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｍ-

Ｃ)

」

な
ど
の
観
測
情
報
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
多
角
的
な
分
析
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
１
号
機

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
１
号
機

　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
延
期
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
延
期
に
つ
い
て　　

　
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
上
げ

を
予
定
し
て
い
る
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験

機
１
号
機
に
つ
い
て
、
２
０
２
１
年
度

の
打
上
げ
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
も
同
試
験
機
の
打
上
げ
に
む

け
射
場
整
備
や
各
種
試
験
な
ど
、
数
々

の
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
第
１
段
エ
ン
ジ
ン
用
と
し
て
開
発
中

の
Ｌ
Ｅ-

９
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て
も
、
種

子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
燃
焼
試
験
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
過
去
に
確
認

さ
れ
た
技
術
的
課
題
に
対
し
一
定
の
技

術
的
な
目
途
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

の
、
そ
の
他
に
配
慮
す
べ
き
事
象
も
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
打
上
げ
を

見
合
わ
せ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
確
実
な
打
上
げ
に

向
け
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
残
り
の
開

発
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 2 月 10 日現在）

気象衛星「ひまわり」がとらえた
画像（気象庁ホームページから）

旧型ドーリー
（H ｰⅡ A ロケット 45 号機を射点に
　運び終え、VAB に戻るところ）

LE-9 エンジン燃焼試験の様子
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整
形
内
科
の
ス
ス
メ

整
形
内
科
の
ス
ス
メ

　
公
立
種
子
島
病
院

　
内
科
・
麻
酔
科　
医
師　
藤
原　
大
輔

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
公
立
病
院
内

科
の
藤
原
で
す
。

　
膝
、
腰
、
肩
の
痛
み
で
お
困
り
の
方
は
い

ま
せ
ん
か
？
整
形
外
科
は
混
ん
で
い
る
し
、

西
之
表
ま
で
行
く
の
は
遠
い
し
と
思
っ
て

い
る
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
流
行
っ
て
い
る
の
が
整
形
内
科
と

い
う
分
野
で
す
。
整
形
外
科
が
手
術
を
メ

イ
ン
と
す
る
の
に
対
し
て
、
整
形
内
科
で

は
手
術
以
外
の
、
主
に
内
服
や
注
射
な
ど

の
保
存
的
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
私
が
行
っ
て
い
る
の
が
、
注
射
に
よ
る
治

療
で
す
。
注
射
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
、
関

節
注
射
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
注

射
で
は
痛
い
場
所
を
担
当
し
て
い
る
神
経

に
局
所
麻
酔
薬
な
ど
を
注
入
し
、
神
経
の

興
奮
を
抑
え
て
鎮
痛
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

関
節
注
射
で
は
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を
入
れ
る

こ
と
で
、
関
節
の
す
べ
り
を
よ
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

お
ス
ス
メ
な
の
は
、
痛
み
を
早
め
に
止

め
て
リ
ハ
ビ
リ
に
通
う
こ
と
で
す
。
当
院

の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
は
精
鋭
ぞ
ろ
い
で

お
ス
ス
メ
で
す
よ
。

　
近
年
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
代
わ
っ
て
、
超

音
波
画
像
装
置
を
用
い
た
診
断
が
ト
ピ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
超
音
波
に
よ
り
、
骨

だ
け
で
は
な
く
、
筋
肉
、
関
節
腔
、
液
体

貯
留
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当

院
で
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

痛
く
て
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
◇

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
◇

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
介
護
予
防
教
室
や
認

知
症
カ
フ
ェ
な
ど
に
協
力
い

た
だ
け
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

活
動
の
内
容
は
、
教
室
の

準
備
や
片
付
け
、
参
加
者
の

見
守
り
や
声
掛
け
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
で
、
包
括
の
職
員
と

一
緒
に
行
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
や
、
家
族
介
護
教
室
な

ど
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
み

て
下
さ
い
。

　
活
動
に
不
安
の
あ
る
方
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
な

ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
包
括
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は「
介
護
人
材
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ

プ
事
業
」
に
該
当
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
登
録
し
て
、
地
域
の

高
齢
者
の
支
援
活
動
に
も
、

幅
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５認知症カフェでの作品づくり認知症カフェでの作品づくり

19　広報みなみたね　2022 年 3 月号



広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

企
画
展
「
ロ
ケ
ッ
ト
の
あ
る

風
景
」
開
催
期
間
延
長
！

　

１
月
４
日
か
ら
開
催
し
て
い
る
企

画
展
「
ロ
ケ
ッ
ト
の
あ
る
風
景
」
は
、

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
た
め
鑑

賞
機
会
を
得
に
く
か
っ
た
こ
と
を
受

け
、
３
月
31
日
（
木
）
ま
で
期
間
を
延

長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
長
年
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
に
お
勤
め
に
な
ら
れ
た
鮫
島
徹
さ

ん
が
製
作
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
・
人
工
衛

星
・
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
模

型
の
展
示
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

毎
年
正
月
に
、
広
田
遺
跡
語
り
部
の

会
の
皆
さ
ま
が
、
広
田
集
落
伝
統
の

門
松
を
館
の
入
口
に
立
て
ま
す
。

　
広
田
の
門
松
は
、
ま
ず
、
ク
ロ
バ
ー

の
木
を
芯
木
に
し
ま
す
。
続
い
て
、

マ
ツ
・
ユ
ズ
リ
ハ
・
シ
イ
・
タ
ケ
を

芯
木
に
結
わ
え
、
割
り
木
で
囲
み
ま

す
。
最
後
に
し
め
縄
を
結
び
、
ダ
イ

ダ
イ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
な
ど
を
飾
り
、
真

砂
を
ま
き
ま
す
。

　

長
田
会
長
は
、
今
年
も
立
派
な
門

松
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
、
感
想
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

無
病
息
災
を
祈
願
し
て
初
詣
、
豆
ま

き
を
行
い
ま
し
た
！

　

河
内
温
泉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災

を
祈
願
し
て
１
月
11
日
～
13
日
の

３
日
間
宝
満
神
社
へ
初
詣
に
出
か

け
、
思
い
思
い
に
参
拝
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
２
月
１
日
～
３
日
の
３
日

間
は
豆
ま
き
を
行
い
、
こ
ち
ら
も
み

ん
な
で
無
病
息
災
を
願
っ
て
「
鬼
は

外
！
」
と
ス
タ
ッ
フ
が
扮
し
た
鬼
に

豆
を
思
い
切
り
投
げ
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
鬼
に
向
か
っ
て
い
き
金
棒

を
取
り
上
げ
、
鬼
を
や
っ
つ
け
よ
う

と
す
る
元
気
な
利
用
者
さ
ん
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
鬼
を
退
治
し
、
今
年
も
元
気
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
で
き
る
こ
と

を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　
３
月
１
日
発
行
の「
社
協
だ
よ
り
」

３
ペ
ー
ジ
中
の
共
同
募
金
大
口
募

金
ご
芳
名
に
一
部
記
載
の
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）　
桂
壮

（
正
）　
桂
荘　

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

　企画展
「ロケットのある風景」

広
田
伝
統
の
門
松

ミュージアム前の門松と語り部の会のみなさん
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こ
れ
ま
で
、
20
歳
到
達
な
ど

で
初
め
て
年
金
制
度
へ
加
入
す

る
予
定
の
方
や
再
交
付
の
申
請

を
し
た
方
な
ど
に
対
し
、
年
金

手
帳
を
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
か
ら

は
、
年
金
手
帳
に
替
わ
り
、「
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
」
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
令
和
４
年
４
月
１
日

以
降
に
初
め
て
年
金
制
度
に
加

入
す
る
方
や
、
再
交
付
手
続
き

を
行
っ
た
方
の
み
に
交
付
す
る

も
の
で
す
。
既
に
年
金
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
、
引
き
続
き
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
の
臨
時
特
例
免
除
申
請
の

手
続
き
が
可
能
で
す
。

　
対
象
者
は
、
次
の
２
点
を
い
ず

れ
も
満
た
し
た
方
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
令
和
２
年
２
月
以
降
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
。

（
２
）
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得

な
ど
の
状
況
か
ら
み
て
、
当
年
中

の
所
得
見
込
が
、
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
な
ど
に
該
当
す
る
水
準

に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

　

対
象
期
間
は
、
令
和
２
年
２

月
以
降
の
保
険
料
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　
☎
㉖
６
６
９
０

お
引
越
・
新
生
活
の
前
に

お
引
越
・
新
生
活
の
前
に

　

ご
自
宅
に
、
図
書
館
か
ら
借
り
た
ま

ま
、
返
し
て
い
な
い
本
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
新
年
度
を
迎
え
る
前
に
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
本
が
返
却
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
図

書
館
か
ら
お
電
話
を
差
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。
速
や
か
に
ご
返
却
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
←
町
立
図
書
館
の
本
に
は
、
背
表
紙
の

下
部
に「
数
字
が
書
か
れ
た
ラ
ベ
ル
」が
貼
っ

て
あ
り
ま
す
。

★
ご
来
館
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
、
マ

ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
新
着
本
紹
介
★

★
新
着
本
紹
介
★

●
貿
易
実
務
が
こ
れ
１
冊
で
し
っ
か
り

　
わ
か
る
教
科
書　
　
　

  （
布
施
克
彦
）

●
図
解
で
わ
か
る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
工
学
研
究
所
）

●
エ
ク
セ
ル
方
眼
紙
で
文
書
を
作
る
の

　
は
や
め
な
さ
い　
　
　

  （
四
禮
静
子
）

●
デ
ス
・
ゾ
ー
ン　

栗
城
史
多
の
エ
ベ

レ
ス
ト
劇
場　
　
　
　

  　
（
河
野
啓
）

●
心
淋
し
川　
　
　
　
　

  （
西
條
奈
加
）

●
櫓
太
鼓
が
き
こ
え
る  　
（
鈴
村
ふ
み
）

●
１
０
０
万
回
死
ん
だ
ね
こ　

覚
え
違

　
い
タ
イ
ト
ル
集  （
福
井
県
立
図
書
館
）

他
、
27
冊
♪

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
臨
時

染
症
の
影
響
に
よ
る
臨
時

特
例
免
除

特
例
免
除

国
民
年
金
手
帳
か
ら
基
礎

国
民
年
金
手
帳
か
ら
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
へ
替
わ

年
金
番
号
通
知
書
へ
替
わ

り
ま
す

り
ま
す
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今
年
度
の
「
悠
久
の
時
」
で

は
、
長
谷
の
歴
史
を
特
集
し
て

き
ま
し
た
。
長
谷
地
区
は
、
開

拓
精
神
を
胸
に
一
致
団
結
し
、

長
谷
小
学
校
の
創
設
な
ど
大
き

な
課
題
を
乗
り
越
え
、
達
成
し

て
き
ま
し
た
。
な
お
、
長
谷
小

学
校
は
、
旧
海
軍
兵
舎
を
借
用

し
て
開
校
し
、
昭
和
30
年
代
に

最
初
の
校
舎
が
新
築
さ
れ
、
続

い
て
昭
和
63
年
に
改
築
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

南
種
子
町
郷
土
館
で
は
、
長

谷
開
拓
75
周
年
を
記
念
し
て
、

「
長
谷
の
歴
史
」
企
画
展
を
３

月
１
日
～
３
月
31
日
ま
で
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
町

広
報
９
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
谷
の
歴
史

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

中
なかむら

村　奏
そ う た

太くん
平成 30 年 3 月 19 日生まれ
祐太さん・さおりさんの男の子（上中）

恥ずかしがり屋でお兄ちゃんが大好きなそう
た。大きくなったら消防車の運転手になりた
い！とニコニコでお話ししてくれます♪
これからもいっぱい遊んで大きくなぁれ！

ご家族からひとこと

指
いぶすき

宿　祐
ゆ う は

葉くん
平成 30 年 4 月 17 日生まれ
裕さん・幸江さんの男の子（上中）

恥ずかしがり屋だけどいつも一生懸命がんばる
ゆうは。乗り物が大好きで妹想いのお兄ちゃ
ん！これからも兄妹仲良く、元気にすくすく
育ってね♪

昭和 37 年頃の長谷小学校

　
長
谷
開
拓
75
周
年
に
あ
た
り
特

集
し
て
き
た
長
谷
の
歴
史
。
今
月

は
最
終
回
で
す
。

昭和 58 年頃の長谷小学校
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

水
流
　
晃
吉
　
　（
父
・
清
）

荒
川
　
敏
昭
　
　（
妻
・
ミ
エ
子
）

立
石
　
滿
幸
　
　（
母
・
律
子
）

髙
田
　
浩
敏
（
妻
・
加
藤
千
枝
子
）

夏
田
　
浩
一
　
　（
母
・
ソ
ヱ
）

大
脇
　
良
子
　
　（
夫
・
修
）

川
内
田
　
洋
子
　（
夫
・
功
）

（
氏
名
） 

　
　 

　       （
保
護
者
） 

　   

　   

　（
地
区
）

松ま
つ
も
と元

　
湊み
な
と音

　
　（
聡
・
め
ぐ
み
）　
上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　1月31日現在
総人口（ 人 ） 5,427（± 0）

男（ 人 ） 2,712（－ 3）
女（ 人 ） 2,715（＋ 3）

世帯数（ 戸 ） 2,929（ー 5）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

１月 1 件 28 件
累 計 1 件 28 件
※累計は令和 4年 1月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

6 日 マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係 20 日 家庭の日 　　　　　

15 火 中学校卒業式 中学校 24 木 小学校卒業式 各小学校

19 土 青少年育成の日 25 金 小中学校修了式 各小中学校

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　2月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）
中種子町 0（ー 1） 0（± 0） 0（－ 1）
西之表市 1（± 0） 0（± 0） 1（± 0）

計 1（－ 1） 0（± 0） 1（－ 1）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
1
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
1
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

3 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　
　
　
　  

　  （
年
齢
）　 

　（
地
区
）

立
石
　
律
子	
　
84	

　
　
西
海

加
藤
　
千
枝
子	
　
70	

　
　
長
谷

夏
田
　
ソ
ヱ	

　
94	
　
　
下
中

大
脇
　
修	

　
65	
　
　
西
之

向
井
　
龍
作	

　
57	

　
　
平
山

川
内
田
　
功	

　
84	

　
　
島
間

中
里
　
安
治	

　
81	

　
　
下
中

■日曜祝祭日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

6 公立種子島病院 南種子町 26-1230

13 種子島医療センター 西之表市 22-0960

20 田上診療所 中種子町 27-0325

21 種子島医療センター 西之表市 22-0960

27 百合砂診療所 西之表市 28-3901

■公立種子島病院の各科診療日

診療科目 診療日

小児科 月曜～金曜（21 日を除く）

眼科 ７、８、１４、１５日

耳鼻咽喉科 木曜

整形外科 火曜

消化器外科 水曜

■日曜営業スタンド当番店

日 当番店

6 （有）船川石油店　上中給油所

13 （有）永松産業　南種子給油所

20 （有）和人組　南種子給油センター

27 種子島石油（株）南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

ご
結
婚

柳
田
　
蓮
　
　
　
　
西
之

柳
田
　
望
美
　
　
　
西
之

（
氏
名
）　
　    

　   

　  （
地
区
）



発
行

／
南

種
子

町
役

場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
 企

画
開

発
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／

hope@
tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
／

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/
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広報紙に掲載する有料広告を募集しています。詳しくは役場企画課企画開発係まで。☎ ㉖１１１１

2022年3月号
掲載原稿【確定】

 2021年度、三菱重工はH-IIA44号機および45号機を打上げ、おか
げさまでともに成功させることができました。どんな時も変わらぬ多
大なるご協力と熱い応援で私たちを支えてくださった南種子町の皆様
に、心より厚く御礼申し上げます。
 私たちMILSET（ミルセット=三菱打上サービス射場チーム）は、こ
れからも日本の基幹ロケットの発展のため全力を尽くしてまいります。
引き続きご理解ご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上
げます。

三菱重工業株式会社 MILSET一同

H-IIA F44
2021.10.26

H-IIA F45
2021.12.23

今年度もロケット打上げにご協力いただき
誠にありがとうございました

県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
争
大
会

　
１
月
30
日
（
日
）
霧
島
市
で
県
地

区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催

さ
れ
、
熊
毛
チ
ー
ム
は
昨
年
よ
り
一

つ
順
位
を
上
げ
、
７
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、

大
脇
蒼あ
お
い彩
さ
ん
と
大
脇
美そ

ら空
さ
ん
が

出
走
し
、蒼
彩
さ
ん
は
１
区
で
10
位
、

美
空
さ
ん
は
４
区
で
７
位
の
成
績
を

収
め
、
チ
ー
ム
の
順
位
ア
ッ
プ
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

１区　大脇蒼彩さん１区　大脇蒼彩さん

４区　大脇美空さん４区　大脇美空さん 熊毛チームの皆さん熊毛チームの皆さん
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